
チーム議会
呉市議会だより

第20号

ーセクハラやパワハラのない議会にー

呉市議会議員政治倫理条例の改正

特　集

ゼ
ロ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
…

ハ
メ

ラ
ン
ス
ト



▪ 

政
治
倫
理
条
例
っ
て
な
に
。

　
議
員
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
た
条
例
で

す
。政

治
倫
理

政
治
家
が
持
っ
て
い
な
く
て

は
な
ら
な
い
規
範
。
政
治
に

携
わ
る
者
と
し
て
、
汚
職
や

詐
欺
な
ど
を
許
さ
な
い
と
す

る
道
徳
心
。

▪ 

な
ぜ
改
正
し
た
の
。

　
平
成
28
年
３
月
に
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
を
改
正
す
る
法
律
等
が

公
布
さ
れ
、
妊
娠
・
出
産
等
に
関

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
義

務
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
き
方
の
多
様
化
が
進

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
尊
重
さ

れ
る
社
会
の
実
現
が
急
が
れ
る

中
、 

政
治
に
は
そ
の
道
筋
を
し
っ

か
り
と
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▪ 

な
に
が
か
わ
っ
た
の
。

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
禁
止
条
項

を
追
加

②
違
反
行
為
に
係
る
審
査
請
求
の

要
件
緩
和

③
審
査
会
を
原
則
公
開

条例改正に伴い、議員研修会をオンラインで開催しました。
ー 令和４年２月３日（木）ー

「テーマ：セクハラ・マタハラのない議会にするために」

呉 市 議 会 議 員 政 治 倫 理 条 例 の 改 正

主な改正点を分かりやすくお伝えします。

新たに２つの禁止事項を明記！ 審査請求に係る要件を緩和 !

男女共同参画の推進　　ー 男性議員・女性議員の人数 ー

“ ゼロ・ハラスメント議会に必要なもの ”

女性議員と議長にインタビューしてみました！
0

P i c k  U p !

特集

Profile
加藤 美香保 ( かとうみかほ )
弁護士・千葉商科大学大学院 客員准教授。福島県いわき市出身。
主に不動産に関する法律や会社法などに取り組んでおり、最近では「セクハラ・パワハラ」に関する講演等を実施している。

北
きた

川
がわ

　一
かず

清
きよ

 議長山
やま

上
がみ

　文
ふみ

恵
え

 議員 檜
ひ

垣
がき

　美
み

良
よし

 議員 田
た

中
なか

　みわ子
こ

 議員

① 議員がセクシャル・ハラスメント、パワー・
ハラスメント等により他者に精神的、身体的
な苦痛を与える行為の禁止。

② 文書、インターネット等により、誹謗中傷な
どを行い人権侵害の恐れのある行為の禁止。

ハラスメントがない環境では、人間関係な
どが良好になり、メンタルヘルス ( 心の健
康 ) が保て、モチベーションを保ち続ける
ことができます。

　呉市議会の議員は 31 人います。そのうち女性議員は 3 人で、割合は約 1 割です。
全国的にも女性議員の比率は、低い状況にあります。女性議員が増えることでよ
り公平性が保たれ、男性では目の届かない部分の政策が前に進むはずです。
　こうした状況を打破するべく、昨年 5 月に「政治分野における男女共同参画の
推進に関する法律」が施行されました。

　この７色の一般財
団法人日本ハラスメ
ントカウンセラー
協会の認証マーク
は、「優しいハート
を持った人が集って
いる」職場等を表し
ています。

① 市民が審査請求する場合、選挙権を有する者
の総数の 100 分の１以上の者の連署が必要。
( 改正前は、50 分の１以上 )

② 議員が審査請求する場合、議員の定数の 8 分
の１以上、かつ２つ以上の会派に所属する議
員の連署が必要。( 改正前は、議員定数の３分
の２以上 )

政治倫理基準等に違反する行為の疑いが
あった議員の審査請求に係る要件の緩和に
より、審査請求がしやすくなります。

その2

特集

呉市議会議員の男女比

28人

3人

女性議員 男性議員の割合は
依然として高い。

その1

ZOOMで開催！
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問　
基
幹
産
業
実
現
に
向
け
た
５
年
間

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
日
本
製

鉄
株
式
会
社
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区

の
撤
退
な
ど
、
本
市
の
経
済
を
揺
る

が
す
こ
と
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
、

経
済
の
冷
え
込
み
は
明
ら
か
で
す
。

本
市
は
、
観
光
を
基
幹
産
業
に
す
る

た
め
に
、
令
和
４
年
か
ら
令
和
８
年

ま
で
を
土
台
づ
く
り
の
大
事
な
５
年

間
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
か
。

答　
　
呉
市
観
光
振
興
計
画
で
は
、
既
存

産
業
も
大
切
に
し
な
が
ら
観
光
を
基

幹
産
業
の
一
つ
に
成
長
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
経
済
を
維
持
向
上
さ

せ
、
市
民
が
豊
か
で
幸
せ
に
暮
ら
し

続
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
で
あ
る
こ
の
５
年
間
は
、

今
後
の
観
光
の
基
盤
・
土
台
づ
く
り
、

ま
た
、
新
し
い
観
光
に
向
け
た
取
り

組
み
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
重
要
な

期
間
と
認
識
し
て
お
り
、
ま
ず
は
、

市
全
体
で
観
光
を
推
進
し
て
い
く
た

め
の
新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
構
築

に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

統
合
基
本
方
針
の
廃
止
理
由

問 

な
ぜ
、
統
合
基
本
方
針
を
廃
止

す
る
の
で
す
か
。

　
答 

少
子
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

呉
市
の
7
割
の
小
中
学
校
で
適
正
規

模
（
小
学
校
は
１
学
年
２
学
級
以
上
、

中
学
校
は
１
学
年
３
学
級
以
上
）
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
学
級
数
を

基
準
と
し
た
統
廃
合
を
進
め
た
場

合
、
通
学
に
1
時
間
以
上
要
す
る
地

域
も
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以

上
の
統
廃
合
は
困
難
と
考
え
、
統
合

基
本
方
針
を
廃
止
し
ま
す
。

す
で
に
統
廃
合
し
た
地
域
へ
の
説
明

問 

こ
れ
ま
で
、
子
供
の
環
境
を
整

え
る
と
い
っ
た
大
義
名
分
を
掲
げ
、

地
域
の
声
を
あ
ま
り
聞
か
ず
に
無
理

や
り
統
廃
合
を
行
っ
て
き
た
面
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
統
合
基
本
方
針

の
廃
止
に
当
た
り
、
す
で
に
統
廃
合

し
た
地
域
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

説
明
し
ま
す
か
。

　
答 

学
校
統
合
で
は
、
特
に
学
校
が

な
く
な
っ
た
地
域
の
方
に
は
、
子
供

の
た
め
に
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
が

維
持
で
き
、
非
常
に
感
謝
し
て
お
り
、

お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

い
た
施
策
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
戦

略
的
か
つ
効
果
的
に
展
開
し
て
い
く

た
め
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
組

み
づ
く
り
や
観
光
動
向
基
礎
調
査
の

先
行
実
施
、
観
光
情
報
の
一
元
化
に

向
け
た
観
光
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
等
に
も
取
り
組
む
予
定
で

す
。
ま
ず
は
、
最
初
の
２
年
間
で
観

光
を
地
域
全
体
で
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
必
要
な
体
制
・
仕
組
み
づ
く

り
や
、
市
民
・
事
業
者
に
対
す
る
意

識
醸
成
に
取
り
組
み
、
令
和
６
年
度

か
ら
新
た
な
観
光
推
進
体
制
に
移
行

し
て
い
く
予
定
で
す
。

港
町
小
学
校
を
耐
震
化
し
て
存
続
を

問 

港
町
小
学
校
は
、
昭
和
30
年
代

の
近
代
モ
ダ
ン
建
築
と
し
て
一
世
風

靡
し
た
円
形
建
築
の
一
つ
で
、
本
市

に
残
る
最
後
の
円
形
校
舎
で
す
が
、

建
て
替
え
で
は
な
く
、
耐
震
化
し
て

残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
答 

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
り
、
耐
震
補
強
可
能
な
建

物
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
に
補
強
工

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
強
度
が
文
部
科
学
省
の
基
準
を
下

回
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
建
て
替
え

工
事
を
し
て
い
ま
す
。
港
町
小
学
校

の
校
舎
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
強
度
が
基
準
を
下
回
る

た
め
、
建
て
替
え
工
事
を
計
画
し
て

お
り
、
新
校
舎
の
基
本
設
計
を
行
い
、

現
地
建
て
替
え
を
選
択
し
た
場
合

は
、
解
体
し
ま
す
。

観
光
産
業
を
呉
市
の
基
幹
産
業
に
公
明
党
呉
市
議
会
議
員
団

阪さ
か

井い

昌ま
さ

行ゆ
き

議
員

議
員
：
観
光
振
興
計
画
の
土
台
づ
く
り
の
５
年
間
の
進
め
方
は

市　
：
ま
ず
は
、
新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
検
討
を
進
め
る

代
表

　

質
問

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
代
表
質
問
と
個
人
質
問
の

内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

下
記
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
簡
単
に
動
画
サ
イ
ト

に
接
続
で
き
ま
す
。

代表質問

HPはコチラ！

観光の発展に期待

呉市に唯一現存する港町小学校の円形校舎

議会協議会

　呉市立学校統合基本方針について　  ー 呉市の現状を踏まえ、廃止へ ー

主な質疑をピックアップ！！

　令和４年１月 11 日に議会協議会を開催しました。　
　議会協議会は、全議員が参加する、市政に関係のある重要な事項及び議会内の各種運営に関する協議を
行う会議で、今回は、「呉市立学校統合基本方針の見直し」について協議しました。

　呉市は、主に学級数を基準とした学校の統合を推進してき
ましたが、少子化の進展や人口の偏在化により、学級数のみ
を基準とした統合を進めることは困難と判断し、統合基本方
針を廃止すると説明がありました。
　また、今後、学校の在り方について判断が必要な場合は、
学校教育の目的の実現と児童生徒の教育条件の改善を前提と
した上で、学校が持つ地域コミュニティに配慮し、保護者や
地域住民の十分な理解と協力を得ながら、地域の実情に応じ
て検討していくと報告を受けました。

○議員の辞職について
　土

ど
井
い

正
まさ

純
ずみ

議員から、議員辞職願が提出され、地方自治法の規定に基づき、令和 4 年 2 月 1 日付で議長が許可しました。

さまざまな角度から質問をして確認

議会TOPI
CS

議会TOPI
CS

議会TOPI
CS
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問　
組
織
運
営
に
対
す
る
市
長
の
思
い

　
新
原
市
政
の
新
た
な
４
年
間
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
重
厚
長
大
産

業
の
低
迷
、
人
口
減
少
に
関
わ
る
課

題
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
等
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢

で
す
。
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
市
長
を
先
頭
に
市
職
員
に

も
最
大
限
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
４
年

間
、
ど
の
よ
う
に
組
織
運
営
に
取
り

組
ま
れ
る
の
か
、
市
長
の
思
い
を
伺

い
ま
す
。

答　
　
本
市
を
取
り
巻
く
行
政
課
題
や
多

様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
す
る
に
は
、
職
員
個
々

の
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
市
役
所
が
チ
ー
ム
呉
市
と
し
て

さ
ら
に
組
織
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
働
き
方
改

革
と
し
て
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
推
進
し
、
イ
キ
イ
キ
と
働
け
る

職
場
づ
く
り
を
行
い
、
職
員
の
育
成

と
組
織
の
活
性
化
に
向
け
、
研
修
の

充
実
、
国
な
ど
へ
の
職
員
派
遣
、
職

員
の
能
力
等
に
応
じ
た
人
事
配
置
な

問　
市
民
へ
の
影
響

　
令
和
５
年
９
月
末
で
日
本
製
鉄
株

式
会
社
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
全

施
設
が
休
止
と
な
る
予
定
で
す
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
市
民
の
水
道
料
金

へ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

答　
　
水
道
事
業
に
お
け
る
日
本
製
鉄
株

式
会
社
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
使

用
量
は
、
水
量
全
体
の
１
％
未
満
で
、

直
接
的
な
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

問　
工
業
用
水
道
へ
の
影
響

　
工
業
用
水
道
事
業
へ
の
影
響
は
あ

り
ま
す
か
。

答　
　
工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
日
本
製

鉄
株
式
会
社
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区

の
使
用
量
は
、
水
量
全
体
の
約
４
割

を
占
め
て
い
る
た
め
、
事
業
規
模
が

縮
小
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
送
水
ル
ー

問　
安
芸
灘
大
橋
の
無
料
化
と
は
何
か

　
無
料
化
と
負
担
軽
減
は
違
う
も
の

と
考
え
て
お
り
、
そ
の
言
葉
に
翻
弄

さ
れ
る
市
民
が
い
ま
す
。
市
長
の
言

葉
は
大
変
重
い
も
の
で
あ
り
、
賛

否
あ
る
な
か
、
選
挙
で
無
料
化
を
う

た
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
あ
く
ま
で
も

無
料
化
を
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
改
め
て
覚
悟
と

決
意
を
伺
い
ま
す
。

答　
　
本
件
は
、
広
島
県
が
判
断
す
る
非

常
に
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
課
題
で
あ

り
、
早
期
無
料
化
が
困
難
な
状
況
で

す
。
今
後
も
、
県
に
島
民
の
気
持
ち

や
、
生
活
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
現

問　
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を　

　
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
役
割

と
総
合
開
発
を
起
点
と
し
た
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
伺
い
ま

す
。答　

　
総
合
開
発
は
、
単
な
る
駅
前
開
発

で
は
な
く
、
周
辺
地
域
を
広
く
捉
え
、

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
れ
ん
が
ど
お

り
な
ど
、
周
辺
へ
の
人
の
流
れ
を
活

性
化
し
、
に
ぎ
わ
い
を
連
鎖
的
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
役
割
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、
次
世
代
型
総
合
交
通

拠
点
の
整
備
に
よ
り
、
交
通
モ
ー
ド

の
接
続
性
を
高
め
、
市
内
地
域
拠
点

を
つ
な
ぐ
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
官
民
連
携
に
よ
り
複
合
施
設
を

整
備
し
、
人
口
と
都
市
機
能
が
高
度

に
集
積
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
拠
点
と
し
て
、
市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
け
ん
い
ん
を
目
指
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
基
本
計
画
の
具
体
化
と

併
せ
て
、
総
合
開
発
を
起
点
と
し
た

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

問　
災
害
時
の
市
役
所
内
の
情
報
共
有

　
災
害
時
に
市
役
所
内
で
ど
の
よ
う

ト
の
廃
止
、
統
合
な
ど
、
工
業
用
水

道
施
設
の
最
適
化
や
、
事
業
規
模
に

応
じ
た
適
正
な
人
員
配
置
を
検
討
し

ま
す
。
併
せ
て
、
県
工
業
用
水
道
事

業
と
は
、
給
水
エ
リ
ア
が
重
複
し
て
お

り
、
広
域
的
な
連
携
に
よ
り
施
設
を
共

同
で
整
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
施
設
の
最
適
化
の
協
議
も
行
い
、
可

能
な
限
り
コ
ス
ト
縮
減
を
行
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
製
鉄
株

式
会
社
瀬
戸
内
製
鉄
所
呉
地
区
の
休

止
に
伴
い
減
収
と
な
る
見
通
し
で
す

が
、
こ
の

減
収
分
に

つ
い
て
は
、

工
業
用
水

道
の
他
の

利
用
者
の

負
担
増
と

な
ら
な
い

よ
う
努
め

ま
す
。

状
を
粘
り
強
く
伝
え
、
引
き
続
き
、

県
と
連
携
し
て
安
芸
灘
地
域
の
活
性

化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
通
学
路
の
安
全
確
保

　

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、

児
童
生
徒
や
運
転
者
と
し
て
加
害
者

に
も
な
り
得
る
保
護
者
の
声
は
、
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
各
地
域
か
ら
の
改
善
要
望

箇
所
お
よ
び
緊
急
合
同
点
検
で
確
認

さ
れ
た
危
険
箇
所
の
早
期
改
善
に
向

け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
か
。

答　
　
授
業
の
中
で
、
児
童
生
徒
自
ら
が

校
区
を
歩
い
て
危
険
箇
所
を
確
認

し
、
必
要
に
応
じ
て
保
護
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
や
懇
談
会
等
で
声
を
聞
き
、

安
全
マ
ッ
プ
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

改
善
要
望
箇
所
は
、
一
日
も
早
く
対

策
が
完
了
す
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
、

学
校
、
警
察
、
国
、
県
、
市
の
道
路

管
理
者
と
連
携
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
有
効
な
対
策
を
実
施
し

て
お
り
、
緊
急
合
同
点
検
で
新
た
に

確
認
さ
れ
た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
も

同
様
の
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

に
情
報
共
有
し
て
い
ま
す
か
。

答　
　
平
成
27
年
度
に
本
市
用
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
た
消
防
防
災
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
市
役
所
全
体
で
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
は
、
気
象
・
避
難
情
報
、

災
害
警
戒
体
制
な
ど
市
の
体
制
、
通

行
規
制
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
状

況
、
被
害
情
報
な
ど
の
情
報
共
有
が

で
き
、
被
害
現
場
写
真
を
地
図
情
報

と
し
て
表
示
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
対
策
本
部
に
白
地
図

を
置
き
、
必
要
な
情
報
を
書
き
込
み
、

各
対
策
部
の
地
図
を
適
宜
持
ち
寄
る

こ
と
に
よ
り
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

い
ま
す
。

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置
の
必
要
性

　
第
6
波
の
予
兆
を
捉
え
、
感
染
拡

大
抑
止
と
早
期
発
見
に
よ
り
重
症
化

リ
ス
ク
を
減
ら
す
に
は
積
極
的
な
検

査
が
必
要
で
す
。
市
内
で
気
軽
に
受

け
ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

答　
　

現
在
、
県
が
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
を
必
要
性
の
高
い
地
域
に
6
カ

所
設
置
し
て
お
り
、
県
内
に
市
町
独

自
に
当
該
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
、
機
会

を
捉
え
、
県
に
設
置
の
要
望
を
行
い

ま
す
。

代表質問

議
員
：
チ
ー
ム
呉
市
と
し
て
最
大
限
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は

市　
：
市
民
の
た
め
に
全
力
で
各
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

議
員
：
呉
駅
の
開
発
を
起
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

市   

：
呉
駅
周
辺
を
広
く
捉
え
、
に
ぎ
わ
い
を
連
鎖
的
に
広
げ
て
い
く

議
員
：
日
本
製
鉄
の
休
止
に
よ
る
水
道
料
金
へ
の
影
響
は

市　
：
水
量
は
全
体
の
１
％
未
満
な
の
で
、
直
接
的
な
影
響
は
小
さ
い

議
員
：
安
芸
灘
大
橋
無
料
化
へ
の
覚
悟
と
決
意
は

市　
：
県
に
住
民
の
現
状
を
粘
り
強
く
伝
え
、
活
性
化
に
取
り
組
む

今
後
４
年
間
の
市
政
運
営
方
針

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
・
災
害
時
の
情
報
共
有

使
用
水
量
減
少
に
よ
る
利
用
料
へ
の
影
響

市
長
公
約

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

光み
つ

宗む
ね

等ひ
と
し

議
員

仁
友
会

片か
た
岡お
か
慶よ
し
行ゆ
き
議
員

誠
志
会

中な
か

田た

光み
つ

政ま
さ

議
員

同
志
会

梶か
じ
山や
ま
政ま
さ
孝た
か
議
員

1月7日、広島県PCRセンターが呉市に開設

安心・安全な水道水の供給を

無料化が進まない安芸灘大橋

導入したＧＩＳシステムで情報共有

　
　

 

「
工
業
用
水
道
」
と
は

　
工
場
（
各
種
製
造
業
、
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
業
）
な
ど
の
事
業
所
に
、

雑
用
水
（
水
力
発
電
用
と
飲
用
を
除
く
水
）
を
供
給
す
る
も
の
。

用語解説



9 8呉市議会だより 呉市議会だより

問　
ミ
ツ
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
郷
原
の
活
用

　
呉
市
で
創
業
し
た
株
式
会
社
デ
ィ
ス

コ
が
、
新
工
場
整
備
の
た
め
、
市
内
に

同
社
の
桑
畑
工
場
と
同
規
模
（
約
三
万

坪
）
の
土
地
を
三
年
以
内
に
求
め
た
い

と
の
新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
業
務

内
容
を
考
え
る
と
、
潮
風
の
当
た
ら
な

い
内
陸
地
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
希
望
す
る
広
さ
が
あ
る
ミ
ツ
ト

ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
郷
原
（
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
の
活
用
を
提
案
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答　
　
同
社
は
、増
産
体
制
が
続
い
て
お
り
、

市
内
で
の
新
工
場
整
備
は
事
業
拡
大
と

雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
た
め
、
引
き

続
き
、同
社
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

市
と
し
て
最
大
限
協
力
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
ミ
ツ
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
郷

原
の
活
用
案
は
、
貴
重
な
意
見
と
し
て

承
り
ま
す
。

個人質問

カ
キ
い
か
だ
の
リ
サ
イ
ク
ル

太
陽
光
発
電
設
備
の
適
正
な

設
置
を

問　
炭
化
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

　
呉
市
は
、
カ
キ
の
生
産
量
日
本
一

で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
古
い
カ

キ
い
か
だ
を
海
岸
で
焼
却
処
分
し
て

お
り
、
美
し
い
海
水
浴
場
の
隣
の
海

岸
は
黒
く
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
に
鑑
み
て
、
古
い
カ
キ
い
か
だ
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
カ
キ
ブ
ラ
ン
ド

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
べ
き
で

す
。
そ
こ
で
、
カ
キ
い
か
だ
の
竹
炭

化
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

答
　

カ
キ
の
生
産
量
の
多
い
本
市
で

は
、
廃
棄
さ
れ
る
竹
の
量
も
膨
大
で

あ
る
た
め
、
陸
揚
げ
や
解
体
、
運
搬

な
ど
の
場
所
や
手
間
、
費
用
等
、
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
な
る
情
報
収
集
や

調
査
研
究
に
努
め
、
実
現
可
能
な
リ

サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

て
、
県
や
関
係
市
町
、
漁
業
関
係
者

と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
地
元
の
不
安
に
応
え
る
べ
き

　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
事
業

者
が
地
域
に
事
業
予
定
を
周
知
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
元
か
ら

不
安
な
声
等
が
あ
れ
ば
、
説
明
す
る

よ
う
働
き
か
け
な
い
の
で
す
か
。

答
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
事
業
者
の
自

主
的
な
取
り
組
み
を
促
す
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
呉
市
独
自
の
条
例
制
定
が
必
要

　
呉
市
は
急
傾
斜
地
が
多
く
災
害
も

多
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
危
険
箇
所

は
制
限
を
か
け
、
地
元
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
は
、
法
律
の

不
十
分
さ
を
認
め
た
上
で
、
本
市
に

早
く
条
例
等
を
作
る
よ
う
勧
め
ら
れ

ま
し
た
が
、
市
独
自
の
制
定
が
必
要

で
は
な
い
で
す
か
。

答
　
地
元
住
民
が
不
安
を
抱
く
こ
と
が

な
い
よ
う
、
条
例
等
の
制
定
も
含
め

検
討
し
ま
す
。

岡お
か

崎ざ
き

源げ
ん

太た

朗ろ
う

議
員

奥お
く
田だ

和か
ず
夫お

議
員

問　
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
つ
い
て

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い

て
、
市
民
に
正
確
に
伝
え
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
か
ら
植
林
、
森
林
管
理

な
ど
の
吸
収
量
を
差
し
引
い
て
、
合

計
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。
地
球

温
暖
化
対
策
の
事
業
を
推
進
す
る
上

で
、
こ
の
こ
と
を
市
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
へ
の
広
報
と
し
て
、

小
中
学
校
等
へ
の
地
球
温
暖
化
等
に

関
す
る
出
前
講
座
や
講
演
、
パ
ネ
ル

展
示
、
く
れ
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を

通
じ
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、引
き
続
き
、市
民
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
効
果
的
な
方
法
を
検
討

し
、
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

問　
近
視
発
生
や
進
行
抑
制
対
策
の
実
践

　
近
視
の
発
症
や
進
行
を
抑
制
す
る

対
策
と
し
て
、
屋
外
活
動
の
時
間
を

増
や
し
、
１
０
０
０
ル
ク
ス
以
上
の

光
を
２
時
間
以
上
浴
び
る
こ
と
、
目

と
物
と
の
距
離
が
30
セ
ン
チ
以
内
の

近
業
を
一
日
合
計
２
時
間
以
内
に
す

る
こ
と
な
ど
、
少
し
で
も
授
業
に
取

り
入
れ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
　
子
供
た
ち
の
目
の
健
康
を
守
る
取

り
組
み
と
し
て
、
健
康
に
よ
い
環
境

の
学
習
に
お
い
て
、
目
を
含
め
た
健

康
な
生
活
に
関
わ
る
学
習
、
朝
の
学

級
活
動
に
お
い
て
、
遠
く
の
山
を
見

る
活
動
、
目
の
愛
護
デ
ー
で
は
、
姿

勢
よ
く
座
り
、
目
と
本
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
等
と
の
距
離
を
空
け
る
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
学
習

等
を
通
じ
て
、
目
の
健
康
を
守
る
行

動
が
実
践
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。 カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

考
え
方

児
童
生
徒
の
視
力
低
下
の

抑
制
を

藤ふ
じ

本も
と

哲て
つ

智と
し

議
員

山や
ま
上が
み
文ふ
み
恵え

議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
被
害
の
公

表
を

問　
副
反
応
疑
い
と
死
亡
例
の
積
極
広
報
を

　
呉
市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
疑
い
が
38
人
、う
ち
死
亡
が
１
人
、

重
篤
が
７
人
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
死
と

違
っ
て
、
な
ぜ
積
極
的
に
広
報
し
な
い

の
で
す
か
。

答　
　
狭
い
地
域
限
定
の
情
報
で
は
、
個
人

情
報
の
観
点
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
た

め
、
厚
生
労
働
省
の
リ
ン
ク
を
貼
り
、

情
報
公
開
し
て
い
ま
す
。

問　
酸
化
グ
ラ
フ
ェ
ン
混
入
の
説
明

　
ス
ペ
イ
ン
の
学
者
が
発
見
し
た
成
分

表
に
な
い
酸
化
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
、
ア
ン

テ
ナ
の
役
割
を
果
た
し
、
高
周
波
数
の

５
Ｇ
を
吸
収
し
て
、
体
内
で
炎
症
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
国

に
説
明
を
求
め
な
い
の
で
す
か
。

答　
　
ワ
ク
チ
ン
は
安
全
と
考
え
て
お
り
、

国
か
ら
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
周
知
に
努

め
ま
す
。

　呉市の風景や観光名所、名物などをぬり絵にし、
市内の子供やお年寄り等に配布し、呉市を知って
もらう。

　市内のご当地マンホールの絵柄を使ってコース
ターを作成し、中学校等で来客時に使用し、呉を
散策するきっかけ作りを行う。

　11 月６日に、「地域に貢献するためにでき
ること～私たちが考えたこと～」をテーマに、
呉市立中学校「ふれあい夢議会」が開催され
ました。議員及び市職員の役に分かれて、市
内中学校の代表生徒 26 人が実際の議会本会
議さながらの事業提案、質疑などを行いまし
た。採択された提案は、市の予算を活用して、
事業を実施します。

「呉市立中学校ふれあい夢議会」宣言を受領

意欲的に参加する生徒たち

谷た
に

本も
と

誠せ
い

一い
ち

議
員

産
業
団
地
の
必
要
性
に
つ
い
て

沖お
き

田た

範の
り

彦ひ
こ

議
員

● （クレ）³

● くれのぬりえ
ー呉市立中学校「ふれあい夢議会」を開催ー

ミツトヨスポーツパーク郷原を活用提案

安全な設置に向けて

タブレットと目の距離は空けて

カキいかだのリサイクルを

排出量と吸収量を均衡に

安全安心なワクチン接種を

HPはコチラ！

個
人

　

質
問

議会 TOPICS



現在、過疎地域に該当しない安浦町入学準備に支援金を活用

建設中の合葬式墓地
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合
併
し
た
８
町
の
う
ち
、
な
ぜ
安
浦
町
だ
け
が
過
疎
地
域
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
す
か
。

ま
た
、
過
疎
対
策
事
業
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
浦
町
は
、
過
疎
法
が
定
め
る
要
件
に
該

当
し
な
い
た
め
、
過
疎
地
域
と
な
っ
て
い

ま
せ
ん
（
昭
和
50
年
か
ら
平
成
27
年
ま

で
の
人
口
減
少
率
が
28
％
以
上
（
安
浦
町

4.2
％
）
ま
た
は
平
成
２
年
か
ら
平
成
27
年

ま
で
の
人
口
減
少
率
が
21
％
以
上
（
安
浦

町
17.9
％
））。
過
疎
対
策
事
業
と
し
て
産
業

の
振
興
や
交
通
手
段
の
確
保
促
進
、
生
活

環
境
の
整
備
な
ど
、
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
の
５
年
間
で
、
128
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

QA こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

呉
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定

定例会の概要

12
月
定
例
会　
議
案
審
議

呉
市
で
決
ま
っ
た
26
件

市長提出議案

委員会提出議案

請願

会
期
12
月
6
日
～
12
月
17
日

議
案
名
と
結
果
は
呉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
議
員
別
賛
否
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup

Pickup

Pickup

1

2

3

〈
議
第
133
号
〉　
呉
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

この中から３つを見てみよう Pick
up

令
和
４
年
度
か
ら
供
用
開
始
す
る
市
営
の
合
葬
式
墓
地
に
つ
い
て
、

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

施
行
日　
令
和
４
年
４
月
1
日

墓
地
の
収
蔵
能
力
は
ど
の
よ
う
に
算
出
し
ま
し
た
か
。

ま
た
、
料
金
を
民
間
の
約
半
額
に
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
民
業
圧
迫
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

将
来
に
管
理
不
安
の
な
い
墓
地
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
埋
葬
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
安
価
な
使
用
料
の

合
葬
式
墓
地
を
整
備
し
て
お
り
、
そ
の

収
蔵
能
力
は
、
大
阪
府
方
式
で
算
出

さ
れ
た
需
要
数
を
基
に
設
定
し
て
い
ま

す
（
納
骨
室
１
５
０
０
体
〔
料
金
10
万

円
〕、
合
葬
室
１
万
５
０
０
体
〔
料
金

4
万
５
千
円
〕）。
法
要
や
献
花
な
ど
を

行
わ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
面
で
民
間
と
は
差

別
化
さ
れ
る
た
め
、
民
業
圧
迫
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

給
付
金
の
支
給
に
は
、
現
金
と
ク
ー
ポ
ン
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
な

ぜ
、
一
括
の
現
金
給
付
を
選
択
し
た
の
で
す
か
。

子
育
て
世
帯
は
、
入
学
・
進
学

な
ど
に
向
け
、
早
い
給
付
を
臨

ん
で
お
り
、
市
に
寄
せ
ら
れ
る

メ
ー
ル
や
電
話
は
、
全
て
現
金

給
付
を
望
む
も
の
で
あ
っ
た
た

め
、
最
も
早
い
給
付
が
で
き
る

現
金
と
し
ま
し
た
。
現
金
で
あ

れ
ば
、
実
施
中
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
併
せ
た

効
果
的
な
消
費
も
期
待
さ
れ
、

子
育
て
関
連
の
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
、
い
ち
早
く
使
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

QA

QA

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

呉
市
合
葬
式
墓
地
条
例
の
制
定

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給

〈
議
第
136
号
〉　
呉
市
合
葬
式
墓
地
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

〈
議
第
154
号
〉　
令
和
３
年
度
呉
市
一
般
会
計
補
正
予
算

HPはコチラ！

・・・・・・・・24 件

・・・・・・・1 件

・・・・・・・・・・・・・・・・1 件

※補正予算 8 件を含む

過
疎
対
策
事
業
債
等
を
活
用
し
、
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
本
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
18
歳
以
下
の

子
ど
も
１
人
当
た
り
10
万
円
を
一
括
現
金
支
給
し
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

補
正
金
額　
28
億
７
９
７
０
万
円

※
令
和
2
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
り
、
安
浦
町
も
令
和
4
年
4
月

　
1
日
か
ら
過
疎
地
域
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（呉市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について）
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議員定数について　ー 議会運営委員会・代表者会議 ー
インフォメーション

次回 3 月定例会の予定 議会を視る

議会を読む

議会を聴く

議会を調べる

　本会議・常任委員会・特
別委員会・議会協議会の模
様を、インターネットで生
中継・録画配信しています。
また、本庁舎１階のテレビ
で生中継もしています。

　議員定数は、各自治体がそれぞれの実情に応じて条例で定めることとなっており、呉市議会では、平成
の大合併以降、統一地方選挙ごとに見直しの協議を行い、現在は 32 人（平成 27 年５月～）となっています。
今期（令和元年５月～）における議員定数の見直しの協議は、令和元年６月の代表者会議において、議会
運営委員会で行うことが決定しました。
　議会運営委員会では、令和元年９月から類似都市の調査や参考人招致などを行いながら、全会一致を目
指して議論を進めてきましたが、人口減少、職員数の減少、財政事情などの理由から定数減を主張する会
派と、地理的特徴、歴史的経緯などから現状維持を主張する会派の議論は平行線で歩み寄りはなく、議論
を重ねた結果、意見をまとめてパブリックコメントなどで市民の意見を聞くこととしましたが、議会運営
委員会の中で意見をまとめることは難しく、議論を打ち切ることとしました。その後、議会運営委員会か
らの報告を受け、代表者会議でも協議を行いましたが、意見がまとまらないため、こちらでも議論を打ち
切ることとしました。
　なお、議会運営委員会で協議を行った、議員報酬（月額 55 万円）、政務活動費（月額５万円）、行政視察費（年
額 20 万円）、出席費用弁償の在り方については、全て現状維持と決定しました。

　呉市議会だより「チー
ム議会くれ」は、２月、
５月、８月、11 月に発行
します。
　わかりやすく議会の活
動を知ることができます。

　本会議や委員会などは
公開していますが、新型
コロナウイルス感染症拡
大防止のため、インター
ネット中継の利用にご協
力ください。

　呉市議会ホームページ
には、詳しい議会情報が
満載です。
　また、議会の日常を伝える
呉市議会事務局 Facebook
も開設しています。

会議は通常10時開会です。※予定は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
13 14

（告示日）

15 16 17 18 19

20 21

本会議

22

休会

23

（天皇誕生日）

24

休会

25

休会

26

27 28

本会議

3/1

本会議

2

本会議

3

本会議

4
総務

委員会

5

6 7
民生

委員会

8
文教企業
委員会

9
産業建設
委員会

10
予算特別
委員会

11

本会議

12

13 14
予算特別
委員会

15
予算特別
委員会

16
予算特別
委員会

17
予算特別
委員会

18

休会

19

20 21

（春分の日）

22
予算特別
委員会

23

本会議

24

予備日

25 26

　ホームページでは、議会情報や傍聴可
能な本会議や委員会などをライブ中継や
録画中継を配信しています。

見やすく読みまちがえにく
いユニバーサルデザイン
フォントを採用しています

／詳細はコチラ！／

呉市議会
Facebook

／詳細はコチラ！／

デジタルブック配信中！
過去に発行した議会だより「チーム議会」
はこちらからご覧いただけます。

無料 FREE
カタログポケット
Catalog Pocket

／市議会HP／

　呉市議会ホームページ　

https://www.city.kure.lg.jp/site/gikai/

呉市議会 検索

代 表 者 会 議 ・・・正副議長及び所属議員３人以上の会派の代表者で構成される会議
議会運営委員会・・・議会の運営や議長の諮問事項などを協議する会議

編
集
後
記

　
呉
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
積
極
的
な
広
報

を
行
っ
て
い
ま
す
。
議
会
が
ど
の
よ
う
な

動
き
を
し
、
市
長
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、
本
会
議
や
委

員
会
の
傍
聴
に
一
度
も
足
を
運
ん
だ
こ
と

が
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
さ
ら
に
は
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
Ｐ
Ｃ
の
み
な
ら

ず
ス
マ
ホ
一
つ
で
ラ
イ
ブ
視
聴
・
録
画
視

聴
で
き
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
情
報
不
足
に
な
り
が
ち

な
ア
ナ
ロ
グ
世
代
や
政
治
に
関
心
の
低
い

若
い
世
代
に
も
解
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
、
努
力
し
続
け
て
い
ま
す
。

(

広
報
委
員　
谷た
に

本も
と　
誠せ
い

一い
ち

）

スマホで
読める！


